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「多摩センター活性化」のはじまりから現在の方針・体制

多摩センターでは、多摩ニュータウン開発事業が終息に向かい、ニュータウン内に大量の未利用
地が残るなか、平成12年には多摩そごうが撤退し、立川や南大沢との都市間競争が激しくなり、こ
れらの事態が「多摩センター」の地盤沈下を招くことが懸念され、庁内の組織体制の構築や地域の
関係者も含めた多摩センターの活性化方策の検討調査がスタートしました。
その後、多摩センター地区のシンボル的公共施設であるパルテノン多摩の大規模改修事業を契機

として、市民や議会から多摩センターのさらなる活性化と、パルテノン多摩を核とした面的な一体
活用を求める声が上がり、 平成28年度パルテノン多摩改修に係る当初予算は、改修工事を単なる
老朽化対応ではなく、「多摩センター地域全体の更なる活性化につなげていくこと」が付帯決議さ
れました。
多摩センターでは、パルテノン多摩の大規模改修以外にも、中央図書館整備事業や多摩中央公園

改修事業、都市再生整備計画関連事業（以下、「4事業」という。）を展開していくなか、4事業に
かかるエリアを多摩センター全体の活性化の装置と見立て、点ではなく面として発展的かつ持続可
能なまちづくりを進めていくため「多摩センターのさらなる活性化に向けた取組み方針」（以下、
「方針」という。）を定め、方針に基づき4事業をハード・ソフト両面で一体的に推進していくた
めの庁内体制として、「多摩センター地区活性化推進会議（以下、「推進会議」という。）」を設
置しました。

新型コロナウイルス感染症と社会情勢の変化によりスタートした庁内検討

推進会議では、方針に定める「目指す6つの街の姿」に基づき各種ハード事業の方向性の決定や
ソフト事業の進捗管理を行ってきました。方針策定から5年が経過し、令和3年度末で都市再生整備
計画が期間満了を迎えることや各種公共施設のハード改修・整備の方向性が概ね決定する目途がた
ちました。その間、デジタルテクノロジーの進化や環境問題への意識の高まりといった時代の変化、
そして世界規模の新型コロナウイルス感染症の影響より、人々の生活様式は刻々と変化し、まちに
求める価値も変わってきています。

行政施策のフェーズ転換と社会情勢の大きな変化が重なる節目の年となった令和3年度、推進会
議において、方針を振り返り、次のステップに進むための検討をスタートしました。方針に基づく
調査検討を重ねるなかで“多摩センター”という多摩ニュータウンの中心のまちとして40年以上が
経過し、成熟した都市においては、「絶対的な正解のない問題」が積み残っていることにより、
「まちの価値」を維持していくことが困難になっていくことへの危機感を改めて確認しました。

行動指針（令和4年度～令和6年度）は、今後の多摩センターにおける「絶対的な正解のない課題」
に対応し、方針に代わる『多摩センターの将来のビジョン及び行政戦略』を令和7年度を目途に具
体化していくことを目的として策定します。

はじめに

図1 多摩センターの商業施設動向と行政施策・体制
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1 方針の振り返りと現状整理

方針概要

方針は、平成28年度までの多摩センター地区に関する実績評価と現状分析、契機となるよ
うな事案を踏まえ、「6つのまちの姿」とそれに基づく施策イメージを策定しました。また、
それらの施策が果たす活性化のイメージを下記の通り定義し、パルテノン多摩の大規模改修
をはじめとするハード整備やこれまでの子育て世帯に向けた施策に加え、オリンピック・パ
ラリンピックを契機とした国内外からの来訪者の増加を期待し、観光にスポットをあてた施
策など具体的内容を定めました。

＜活性化のイメージを定義＞
地区内の様々な施設やスポットに多くの人が集まり、滞在・回遊しながら思い思い時間を楽し
んでいる。また、それぞれが主役として活動する中で、新たな出会いや発見、また相互の交流
が生まれ、街と人が一体的となって、日常的に活気と賑わいであふれている状態。

1．多摩センター地区の現状や位置づけ

2．多摩センター活性化での取り組み実績と成果

3．多摩センター地区でさらなる展開が必要な
理由と背景

◆街の位置づけ◆企業の立地動向◆商業の動向

◆観光・賑わい◆商業・業務の集積
◆住機能の許容◆その他波及効果

◆人口減少と都心回帰
◆多摩センター地区の衰退は市全体に大きな影響
◆街全体を大きくリニューアル
◆4年後のオリンピック・パラリンピック
◆パルテノン多摩は30年目の大規模改修時期・・・

5．具体的な
取り組みに
向け見えて
きた課題

① 街の活性化を図るために、民間企業や市民、団体、大学等の連携と協力の中で、相乗
効果が発揮されるしくみを考える必要がある。

② 複数の取り組みをまとめ、一体的な管理と運営ができるしくみを考える必要がある。
③ 活性化に向けた取組は、事業者からの提案を求めるしくみを考える必要がある。

4．多摩センター地区で今後必要な具体的な取り組み

問題
情勢変化、重複する施設改修、
活性化のビジョンの不在

活性化のイメージ
＜平成29年度の課題＞

推進体制と年次計画の不在

ハローキティに
あえるまち

（にぎわい・非日常）

１ みどりを
楽しむまち
（水と緑・回遊）

２ きれいで
安全なまち

（居心地のよさ）

3 来街者に
やさしいまち
（おもてなし）

4 子育てが
楽しいまち

（暮らしやすさ）

5 好奇心に
こたえるまち
（学び・感動）
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具体的施策 具体的施策 具体的施策 具体的施策 具体的施策 具体的施策

図2 方針の概要

＜関連計画等＞

〇（東京都）八王子・立川・多摩業務核都市基本構想(H14.11）
〇多摩センター地区再構築基本方針（H13.4）
〇多摩センター地区再構築実施方針（H13.11）

〇多摩市商業活性化計画（H15.3）
〇多摩市都市計画マスタープラン（H25改定）
〇多摩センター駅周辺地区都市再生整備計画（H29.3）

＜多摩センターの特長を生かした“目指す6つの街の姿”＞
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多摩センター地区連絡協議会
●地域が連携した防犯・防災対策
●マルシェの定期開催
●組織的な管理運営

まちなかウォーカブル推進事業
●歩きやすい、歩きたくなるまち

居場所

都市再生整備計画
●オープンカフェ
●ストリートファニチャー
●道路等の整備

商業・宿泊・遊戯施設の充実
●利用したいお店（飲食・小売）がある
●参加したい催しがある
●コンテンツ・サービスが充実している
●ユーザーの参加促進

都市再生整備計画
●サイン板の設置

多摩センター地区連絡協議会
●アダプト花壇の整備
●まち美化・清掃活動

多摩中央公園等改修・整備
●中央公園内の回遊性

多摩中央公園等各施設の運営
多摩中央公園・多摩センター連携協議会
による連携

●市民活動ができる場所の提供
●各施設間の連携による事業

多摩中央公園等各施設運営管理
●整備・清掃
●施設の管理運営

方針が着眼してきた「活性化」の定義

方針で目指してきた「活性化のイメージ」は､多摩センターの「公共施設・空間」が、訪
れる人の「居場所」になると言い換えられます。居場所の要素と要素に該当する多摩セン
ター地区の具体的事業は下記の通りカテゴライズできます。

方針が着眼していた「活性化」と人流の定量データ

新型コロナウイルス感染症の影響により、4月以降、パルテノン大通り十字路周辺におけ
る人流は大きく減少しています。

図4 多摩センターパルテノン大通り十字路を中心とした半径500m以内の人流
（2019年5月～2021年8月）

同心円内で15分以上滞在した人流の
1日平均滞在人流（月平均）
KDDI Location Analyzerより作成

図3 居場所の要素と多摩センター地区の事業

就業者・就学者は減少しているほか、年に4回の大規模なイベント中止・縮小により来訪客数
も減少しています。一方で、多摩センター駅周辺は、生産年齢人口の居住者が多いことから、都
心に通わず多摩市内でテレワークをしている可能性があります。「活性化のイメージ」を人流に
関する各種定量データのみで評価はできませんが、デジタル化が急速に進み、なお感染症の影響
が継続する昨今の状況を鑑みると、不可逆的な価値観の変化が起こっていることが想定され、現
状維持や喫緊の対策なしにはまちの価値の維持は難しいと考えられます。
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駅の乗降人員

路線
2020年度

(対2019年比）

京王線 -35.8％

小田急線 -38.9%

多摩都市ﾓﾉﾚｰﾙ -48％

多摩センター大規模イベント実施状況

＜イベント名＞ 2019年度 2020年度

5月こどもまつり 456,000 中止

8月夏まつり 156.000 中止

10月ハロウィン 380,000 50,000

11月～1月イルミネーション 2,350,000 1,900,000

3月ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾌｪｽﾀ 中止 12,000

合計 3,342,000 1,912,000（-42％）

多摩センター駅周辺（落合・鶴牧）の住民

方針が着眼していた「活性化」とハード改修・整備

方針で行ってきた4事業は、多摩センター駅周辺都市再生整備計画事業（平成29年度～令和3年度）に
位置付けられています。それぞれの施設では、地域に開かれた空間や市民活動ができる空間など、訪れ
る人の「居場所」となるようなハード整備を進めてきました。令和3年度、都市再生整備計画の計画期
間満了とともに、公共施設のハード整備については一部を残して着手又は完了しました。

多摩センター企業のテレワーク率

多摩センター駅周辺
都市再生整備計画指定区域境界線

多摩中央公園(旧富澤家・グリーンライブセンター）

（改修事業者決定（予定）。令和４年度よりP-PFI制度により改修
および管理・運営）

パルテノン多摩
（改修完了。令和3年3月27日プレオープン。管理・運営は、パル
テノン多摩共同事業体。）

レンガ坂改良事業
（改修中。令和5年度改修より全面オープン予定。）

中央図書館
（整備中。令和５年度より市が直接管理・運営。）

【基幹事業】協定制度等
（オープンカフェ）
道路占用許可の特例を活用する予定区域対象とな
る施設。平成29年度～令和3年度まで実施。

多摩センター
駅

パ
ル
テ
ノ
ン

大
通
り

エスカレーター整備事業（未）

バスロータリー改修事業（未）

【基幹事業】
高質空間形成施設：緑化施設等
ストリートファニチャー等の設置（済）

【基幹事業】地域生活基盤施設：情報板・案内板・サイ
ンの設置（済）

方針振り返りのまとめ

パルテノン多摩改修事業、中央図書館整備事業、都市再生整備計画事業など、方針に基づき
進めてきた公共施設のハード改修・整備については一部を残して着手又は完了しました。また、
都市再生整備計画についても、令和3年度をもって計画期間満了となります。
新型コロナウイルス感染症の影響により、テレワークの普及や行動範囲の制限など、人々の

生活様式自体が変化し、社会情勢が変わり続けています。このような状況を踏まえ、これから
の人々が「まちに求める価値」を改めて考え、今後評価していく基準も合わせて考えていく必
要があります。そのためには、現状の方針のみで今後行政運営を進めていくことは難しい状況
です。多摩中央公園内施設等がフルオープンする令和7年度に向け、「まちの声」を聴きながら、
都市再生整備計画等で積み残した課題の解決などに対応していく考え方の整理が必要です。
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路線
導入割合
(実施企業
/回答企業)

業務系施設（15社） 93%

商業系施設（10社） 30%

多摩センター地区連絡協議会実施事業の報告書をもとに作成

各社公式サイトに公表されている乗降人員
をもとに作成

多摩市が独自に行った多摩センター立地企業に
対するアンケートをもとに作成

多摩市公式サイト「市人口データ」をもとに作成



2 多摩センターの将来のビジョンを描く

「絶対的正解のない問題」と将来のビジョン

方針では、「活性化のイメージ」を定義し、それを達成するためのコンテンツを収集し、カテ
ゴライズした形として「目指す6つの街の姿と具体的施策」を設定しています。「6つの街の姿」
は、課題対応の積み上げにより策定したもので、「6つの街の姿」が向かう将来ビジョン（多摩
センターをどんな“まち”にしていきたいか？）は未設定でした。「6つの街の姿」は、いずれ
も多摩センターにおいて親和性のある内容ですが、積み残った施策は、必ずしも両立しないある
いは矛盾してしまうような「絶対的正解のない問題」であり、多摩センターにおけるハード・ソ
フト事業を通して顕在化し、その解決に向けたアプローチは難しい状況となっています。

例えば、「パルテノン大通りをどうしようか」を考えても
・・・社会問題や情勢変化、まちの声など、何がまちのためなのか・・・正解がでない

マルシェの時に座る
場所があるといいのに。
でも、ちょっと木が茂り
すぎてて鳥の糞とか、
気になるなー。

大通りもずいぶん傷
んでいるしあぶない
な。クスノキやレンガ
の道も残してほしい。
それに、坂道はつら
いなー。

パ
ル
テ
ノ
ン
大
通
り

少子高齢化

気候変動

新型コロナ
ウイルス

木の成長限界

破損、劣化

見通しが悪いので
木を切ってほしい

自然災害

デジタル化

人の分散

商業施設

来訪者

住民

解決策も社会状況に応じて評価が変わる。ステークホルダー多数。

➡分野ごとの「Yes or No」を積み上げただけでは解決しきれない「絶対的正解のない問題」が残っていく
➡結果として多摩センターという「まちの価値」が下がっていないか？将来に向けた新しい要請に対応できているか？

多摩センターというブランドとバックキャスティング

多摩市最初の「NEW」となった多摩ニュータウン、そしてその中心として誕生した「多摩セン
ター」は、自然環境と都市機能の調和をかなえる都市基盤が集積されたまちです。実験都市とし
てフロンティアスピリットを体現してきた多摩センターは、今後も、多摩市のブランド形成の核
となっていくような企業の立地数を誇っており、また交通結節点でもあり、なにかと注目の場所
となっています。そんな多摩センターは、多摩市の未来を描くスローガン「くらしに、いつも
NEWを」を体現するまちであり、課題対応（フォアキャスティング）のみでは十分な解決策を獲
得できない「絶対的正解のない問題」を解決してくため、目指す未来の都市像を描きバックキャ
スティングするアプローチにより多摩センターの将来のビジョンを描いていきます。

左記のブランドビジョンは、多摩市市制施行50周年を機
に、「課題対応型」に加え、目指す「未来の多摩市」の都市像
を描きバックキャスティングすることで、市の施策や事業
に活かしていく「ビジョン型」の検討をしていくため、普遍
的価値観を定めたブランドビジョン「くらしに、いつも
NEWを。」が策定されたものです。

フォアキャスティング

課題対応型（フォーキャスティング）とは、現状の課題
解決や実績から考える「課題対応型」のアプローチであ
り、一般的な行政施策の積み上げ式の解決方法の検討に
用いられます。

バックキャスティング

ビジョン型（バックキャスティング）は、将来のあるべき
姿（ありたい姿）から今日のステップを考える「ビジョン
型」のアプローチであり、昨今イノベーションを伴う抜本
的変革が求められる課題遂行に用いられます。
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「まちづくり」から「まちづかい」へ

多摩センターは、これまで様々な課題に対応しながら、多機能複合都市を目指して機能集積を
進めてきましたが、開発から数十年が経過した現在、社会変化に応じて使い方の想定・前提も変
化し、あまり活用されていない空間（スペース）も生まれています。今までの行政や開発事業者
主体の「まちづくり（ハード整備）」からではなく、10年～20年後を見据え、今ある遊歩道や施
設を誰が、どのよう使い、多摩センターでどのように過ごしたいかという視点により、将来のビ
ジョンを描いていきます。

まちづくり SHIFT まちづかい

主体：行政・開発事業主
市民の意見を聞きながら

主体：市民や事業者、来訪者
主体の声にこたえる行政・開発事業主

生活様式の変化～「ハレの日」から「ケの日」へ

一過性のイベント来訪者がもたらす経済効果は大きい一方で、今後のまちの形成につながる
「まちづかい」に関する声は、多摩センターに定期的に関係を持ちながら来訪する「人」が重要
となってきます。「ハレ（非日常）」の日（一極集中の集客）から「ケ（日常）」の日（分散・
定期の集客）を意識したまちづかいを形成していく視点も、多摩センターの将来には大切になり
ます。

多摩センターの将来のビジョンに向けて

令和3年度の推進会議における振り返りを通し、これまでの課題対応型のみでは、「絶対的正解の
ない問題」が積み残り、そこで、令和4～6年度多様化する「まちの価値」に資する事業決定が難しく
なってきたことを改めて認識しました。は、本方針に代わる『多摩センターの将来のビジョン及び
（そのビジョンを最大限に実現する）行政戦略』の策定を目指し、検討内容、スケジュール、検討体
制など、今後の進め方を下記の通り定めました。

3 令和4～6年度具体的検討事業

検討内容

起点：行政・開発事業者中心の「まちづくり」から多様なステークホルダー中心（主体）の「まちづかい」へ
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社会情勢の変化によって、人がまちにもとめる
価値も変わってきている。人流の定量データの
みでは、実際に訪れる人にとって価値がある場
所になったかは分からない。定性的なデータも
今後必要。
〇何のために、何をもって「まちの価値」を
測っていくのか？
〇測っていく方法、誰が？どうやって？
※多摩中央公園・多摩センター連携協議会が
行っていく効果測定とも今後整合性を取ってい
く必要がある。

＜効果計測の基準＞【要検討事項】

ハレの日：季節の変わり目や人生の節目のお祝い事や公的なお祭りなどのいつもとは違う特別な日のこと。非日常
ケの日：いつもと同じ普通の日のこと。日常。

まち全体が、同じベクトル向き、「まちに関する事業」を行う。

ステーク
ホルダー

A

ハード整備
(パルテノン大通り等)
※主に都市再生整備
計画事業部会で検討

ステーク
ホルダー

B

道路占用制度
利用ルール

(パルテノン大通り等)
※主に都市再生整備計画
事業部会及び遊歩道部会

で検討

連携企画
(多摩センター全体)
※主に多摩中央公
園・多摩センター連
携協議会で検討

令和4年度当初から、将来のビジョンの検討をスタート。令和5年1月の京王プラザホ
テルの閉館時に向け、行政としてアウトプットとして暫定策定を想定。令和6年度ま

での策定期間に、必要に応じバージョンアップしていくイメージ。

多摩センターの将来のビジョン

将来のビジョンや事業をどのようにPR(Public 
relations＝一般消費者との継続的な関係を築
く）していくか。徐々に浸透、あるいは新しい
関係を構築するためのPR活動の在り方は？

＜将来のビジョンと行政戦略＞【要検討事項】

＜PRと地域関係での継続性＞【要検討事項】



担当者部会において事業毎の検討

ハード改修・整備と課題対応に関する各担当部会からの報告【課題対応】

おわりに
令和2年から続く新型コロナウイルス感染症の影響により、人々の生活は大きく変わり、地域経

済にも大きな打撃をあたえました。このような状況が続く中、「京王プラザホテル多摩」が令和5
年1月をもって閉館することが公表され、多摩センターのブランドイメージが大幅にダウンするこ
とが懸念される一方で、多摩センターの公共施設の改修・整備に一定の目途がつくなど、節目とな
る令和3年度でした。

方針が果たしてきた役割を振り返り、また現状分析をしてくなかで、事業者、市民、市民団体、
通勤・通学者、来訪者等多様なステークホルダーの声があり、また様々な社会課題を抱える社会で
は、共通の「将来のビジョン」をもって、「YES」でも「NO」でもない回答を情勢に応じて考えて
行く過程を取り入れていくことに意義があると思います。

多摩ニュータウンの中心として、駅周辺整備は、当時最先端の都市づくりを採用し「未来型の計
画都市」といわれた“多摩センター”では、これからの未来に向かってトライ＆エラーを繰り返す
ことにより、次の「将来のビジョンと行政戦略」を策定していく道しるべとして、行動指針を策定
し、令和5年1月の最初のマイルストーンにむけて、検討をスタートします。

検討体制と具体的検討事項

検討スケジュール

令和4年度からは、事業毎に細分化した担当者部会を設置し、課題対応型の事業の継続実施と法令・費

用・補助金等行政実務詳細を検討し、将来への準備を行います。また、将来ビジョン策定に向け、ワー
クショップや社会実験を通して「まちの声」を収集し、将来ビジョンを提案する実働部隊として、ワーキ

ングチームを新たに設けます。これらを統括し、「多摩センターをどういう場所（まち）にしたいの
か？」といった多摩センターの将来のビジョンを描き、ビジョンに基づき、最大限の解決策となっている
かを推進会議で議論していきます。

多摩センター地区活性化推進会議

多摩センター地区活性化担当者会議

ワーキング
チーム

多摩センター地区活性化推進会
議において今後位置づけられる
「まちの将来ビジョン」を達成
するために必要な事業を、規制
緩和や社会資本整備総合交付金
等を活用できる、都市再生整備
計画に落とし込み、都市再生整
備計画事業として実施できるよ
う検討することを目的とします。

都市再生整備計画
事業部会

新たに設立された多摩中央
公園・多摩センター連携協
議会に関する内容のうち、
公園と隣接する道路の利用
ルールの検討や市の情報発
信、庁内連携の運用検討、
事業費や多摩中央公園内事
業の効果測定に関する庁内
調整を図ることを目的とし
ます。

多摩中央公園・多摩
センター連携協議会

ウォーカブルな街づくりの一環とし
て改修事業中のレンガ坂で表出した
「歩行者と自転車の共存による安全
な遊歩道空間の実現方法」や、「イ
ベント等の賑わいに資する遊歩道空
間の使い方」などの議論を、周辺環
境や進行中の各種事業等を踏まえな
がら、関係行政機関、事業者、市民
等を巻き込みながら検討を行うこと
を目的とします。

遊歩道部会

令和4年度 令和５年度 令和６年度

★京ﾌﾟﾗ
閉館（1月）

☆中央図書館
OPEN

☆中央公園
OPEN

令和7年度

トライ＆エラーで
ブラッシュアップ

将来のビジョン
仮設定

将来のビジョン及び
それに基づく

行動戦略の具体化

将来のビジョンを検討する場【ビジョン型】

STEP1：テーマ探求・未来洞察

STEP２：社会実験

STEP3：戦略策定・優先順位付け

推
進

会
議

多摩センター活性化推
進会議での「多摩セン
ターの将来ビジョン」
策定の為、ビジョン
（案）の提案や、策定
後のビジョンのブラッ
シュアップ、ビジョン
達成に向けた仮説の検
証、社会実験等を行う
ことを目的とします。

ワ
ー
キ
ン
グ

部
会
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